ルネッサンス という 時代が、 理性の 目 ざめ のとき で 

ある けれども、 その 半面に はま だ どんなに 智慧の くら 

さを曳 いていた かとい うこと は オセロ にもつよ く あら 

われて いる。 オセロの 悲劇 は 美しく やさしい オセロの 

妻 デス デモ— ナが、 女と して 一枚の ハンカチ— フをど 

う 扱った かとい うと ころに かか つてい る。 

ェ ミ— ル . ヤニングスが 映画の オセロに 扮 したと き、 

彼 は その もち 味で、 黒人の 英雄で ある オセロの 直情 径 

行の 素朴な 人間性と デス デモ— ナヘの 情熱の 面 を 強調 

した。 シェク スピア は、 オセロ をもう すこし 複雑に 生 

かしてい る。 黒人 英雄の 官能 をつ き 動かす 濃く あつい 



である。 女 だけに 我 をと おすに は 限りが ある こと を、 

ぴ しり、 と 教えられる 必要が ある。 この 観点から、 シ ェ 

ク スピアの 喜劇 「じゃじゃ馬 馴し」 は 極めて 愉快で 強 

壮な モラル を 語って いる。 人間. 社会 関係の あらゆる 

場合に ついて。 

〔 一 九 四 八 年 二月〕 



底本 ： 「宫本 百合 子 全集 第 十三 巻」 新 日本 出版社 

1979 (昭和 S) 年：： 月^日 初版 発行 

1986 (昭和 S) 年 3 月^日 第 5 刷 発行 

底本の 親 本 ： 「宫本 百合 子 全集 第 十 一 巻」 河 出 書房 

1952 (昭和^) 年 5 月 発行 

初出 ： 「女 靴の 跡」 高島屋 出版部 

1948 (昭和^) 年 2 月 

入力 ： 柴田卓 治 

校正 ： 来 田 進 

2 003 年 4 月^日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 



この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



